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（８）うめ 
時期 対象病害虫 防除法 注意事項 

７月中～

下旬 

アブラムシ類 ・モスピラン顆粒水溶剤 ○ ハダニ類の多発園では、ダニサラバフロアブルを

使用する。 

８月下旬

以降 

黒星病 ・トップジンＭ水和剤 

又はオーシャイン水和

剤 

○ トップジンＭ水和剤は環紋葉枯病にも有効であ

る。 

○ 環紋葉枯病多発園では、落葉処理を徹底する。 

９月下旬

以降 

(落葉後) 

コスカシバ ・ガットキラー乳剤 

又はフェニックスフロ

アブル 

○ 樹幹部及び主枝に散布する。 

○ 残葉に薬液がかかると薬害が出る。 

12月 カイガラムシ類 ・マシン油乳剤(95%) 

又はスプレーオイル 

○ 太枝や主幹部などに寄生しているカイガラムシ類

は、薬剤散布前にワイヤーブラシ等でこすり落とし

ておく。 

○ マシン油乳剤(95%)には、９５マシン、トモノール、

マシン油乳剤９５、機械油乳剤９５、高度マシン９

５、スケルシン９５がある。 

２月～３

月 上 旬

(発芽前) 

ハダニ類 

カイガラムシ類 

・石灰硫黄合剤 ○ 胴枯病の被害枝は切り取り、保護剤などを塗布す

る。 

○ オビカレハ(ウメケムシ)の卵塊を除去し、つぶし

て処分する。 

○ マシン油乳剤(95%)又はスプレーオイルとは１か

月以上の散布間隔をとる。 

開花後～

葉芽発芽

前まで 

かいよう病 ・Ｚボルドー 

(クレフノン加用) 

○ コスカシバの食入幼虫は捕殺を励行する。 

○ 開花期の散布は厳禁。 

４月上旬

( 展 葉 初

期) 

黒星病 ・オーソサイド水和剤８０ 

又はデランフロアブル 

又はベルクート水和剤 

○ 黒星病にはサルファーゾル、イオウフロアブル又

はコロナフロアブルなどでもよい。 

アブラムシ類 ・ウララ DF 

４月中旬

～ 下 旬

(幼果期) 

黒星病 ・オーシャイン水和剤 

又はインダーフロアブル 

○ コスカシバの多発生地域では、性フェロモン剤(ス

カシバコＬ)による防除を行う。共通防除の章の性フ

ェロモン剤による害虫駆除の項参照。 
アブラムシ類 

ケムシ類 

・ダントツ水溶剤 

５月上旬

～中旬 

  ○ ウメシロカイガラムシの多発地では、幼虫発生初

期にトランスフォームフロアブルを散布する。 

５月中旬 

( 果 実 肥

大期) 

黒星病 

すす斑病 (すす斑

症) 

・スコア顆粒水和剤 

又はストロビードライ

フロアブル 

○ 黒星病にはサルファーゾル、イオウフロアブル、

コロナフロアブルなどでもよい。 

○ ストロビードライフロアブルは環紋葉枯病にも有

効である。 

アブラムシ類 ・モスピラン顆粒水溶剤 

４～11月 クビアカツヤカミ

キリ 

 ○ フラスの排出を確認する。 

 

農薬登録情報（農薬名順） 農薬登録情報（RACコード順） 

・殺菌剤 ・殺菌剤 

・殺虫剤 ・殺虫剤 

・展着剤及びフェロモン剤 ・展着剤及びフェロモン剤 
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